
 

学校だより   No. ２ 
                      －５月号－         2023 年 4 月 28 日  

                                     聖ウルスラ学院英智小・中学校  

 

ことのほか桜 の開花 が早 まり、各地 で最 速 を記 録 する春 となりました。授 業参 観 、PTA 総 会と

年 度初 めの行 事 も無 事に終 了し、久しぶりに学 校の行 事 を通 常 通りに運 営 できつつあることに

喜びを感じています。緊張 感の中 で始まった新 年度 、児 童生 徒にも疲れが出はじめている様子 が

見 受けられます。コロナについても第９波がささやかれていますので、ＧＷ中も状 況 に応 じた注 意

をしながらお過ごしください。連 休 明けの子 どもたちの元 気な姿 を楽しみにしております。  

《５月（聖母月）行事予定》 

 

※１ｓｔのみ：５月 ２９日 （月 ）は、いつ運 動 会 が行 われるかに関 わらず、午 前 授 業 （お弁 当 ）となります。 

その他 日 曜 光 First Second Third

1 月 －

2 火 －

3 水 －

4 木 －

5 金 －

6 土 －

7 日 －

8 月 ○

9 火 ○

10 水 ○

11 木 ○

12 金 ○

13 土 －

14 日 －

15 月 ○ 運動会時間割

16 火 ○

会議日【午後短縮】 17 水 ○ ２・4年②③内科検診

18 木 ○

パイプオルガンの調べ16:40 19 金 ○

祈りの集い（T1）14:40 20 土 －

21 日 －

22 月 ○

23 火 ○ 運動会総練習１

24 水 ○

尿検査２次1 25 木 ○ 運動会総練習２

尿検査２次2 26 金 ○ 午前授業（お弁当）　SB13:30 アンガーマネージメント（SB通常）

27 土 － 運動会 9:00～（午前）

28 日 － (予備日1）

29 月 ○ 午前授業（お弁当SB13:30）(予備日2） （SB通常）

30 火 ○ ①～④歯科検診 T1歯科検診

会議日【午後短縮】 31 水 ○

5・７・８年②③内科検診　 ⑥委員会

耳鼻科検診9：00～（1・3・5・7年）　⑥2ndクラブ

④マリア祭リハーサル　　　　⑥クラブ

Sフレンドパーク・校外学習(野球観戦含む)

マリア祭③④

　　⑥児童生徒総会　9年②③内科検診

休校日

休校日

こどもの日

休校日

ロザリオの祈り

憲法記念日

みどりの日



《聖母月》 

カトリック教 会 では、５月 は聖母月としています。聖母月の信 心 は近 世 からのもの

で、１８世 紀 のイタリアで盛 んとなりました。  この５月 は、四 季 折 々の中 で春 の訪 れとと

もに自 然 界 の実 りをもっとも感 じさせてくれ、また主 の復 活 の喜 びと希 望 に満 ちた月

でもあります。そのような思 いをもってこの月 をマリアにささげ、マリア崇 敬 のために祈

り続 ける信 心 が伝 統 としてなされてきました。 （以 上 カトリック中 央 協 議 会 ＨＰより）  聖母 子像 （ミケランジェロ）  

今 年 のマリア祭 は１２日 にありますが、５月 を通 してマリア様 の生 き方 を知 り、その生 き方 にならうこ

とができればと思 います。学 校 全 体 のテーマは「聖 母 マリアの心 を学 ぶ」ですが、ステージ毎 に次 のよう

なテーマを設 定 しています。  

ファーストステージ  ：「信 頼 」（「はい」という素 直 な心 ）  

セカンドステージ   ：「希 望 」（力 強 く希 望 する心 ）   

サードステージ   ：「 愛  」（愛 と奉 仕 の心 ）  

マリア祭 では祈 りの心 を各 クラスの花 束 に表 し、マリア様 にお捧 げします。お捧 げした花 束 は、日 頃 お

世 話 になっている方 々へ贈 られます。  

 

【お知 らせ……毎年の確認ですが、変わっている部分もあるので必ずお読みください。】  

☆通 学 路 について  

薬 師 堂 駅 を利 用 する児 童 生 徒 に関 して，小 ・中 学 校

では薬 師 堂 駅 からの徒 歩 及 び自 転 車 での通 学 路 を右

の地 図 に示 すように定 めております。（自転車及び図の

③は、高校生とは異なるルールとなっています） 

原 則 として，「薬 師 高 砂 堀 通 り」（オレンジ色 の歩 道 ）

を通 ります。時 間 が少 々多 くかかる分 ，時 間 に余 裕 を

持 った登 校 をお願 いします。  

以下に各注意箇所の解説をします。  

箇所①ここでは必ず信号のある横断歩道を渡る。  

箇所②下校時，斜め横断をしない。 

箇所③左右をよく確認し，横断歩道を渡る。  

     右から来る自転車には特に気を付ける。  

箇所④信号のない横断歩道は渡らない。  

箇所⑤押しボタン式信号機を利用する。  

           矢印は登校時のものですが，下校時も同じルートです  

☆自 転 車 利 用 について     ※保 険 加 入 義 務  

・左側通行の遵守  ・歩道を走行しない  ・並進しない ・携帯 ,スマホ,イヤホンなど「ながら走行」をしない  

・ヘルメット着用（あごひもの長さも調整し，しっかり締める。ユルい，シメないはかえって危険 !!） 

 

ほ め た た え 

☆２０２３年 全 国 有 望 新 進 発 掘 合 宿  東 北 ・北 海 道 ブロック選 考 会  ノービス A1 男 子  第１位  ６年  河本英士  

☆第 ５２回 北 日 本 フィギュアスケート競 技 大 会  A クラス男 子   第１位  ６年  河本英士  

①  

②  

③  

④  ⑤  

× 



 

４月 のみことば 

『すべてには、時がある』  

コへレトの言 葉 （旧 約 聖 書 ）3 章 1 節   

 

 放送委員：「今日は 4 月 24 日（月）、朝のお祈りの時間です。  

（アナウンス）  今月のみことばより 『すべてには、時がある。』コヘㇾ ト 3 章  

このみことばは次のように続きます。  

 

           すべてには、時がある。  

生まれるのに時があり、死ぬのに時がある。  

笑うのに時があり、泣くのに時がある…。  

 

かつて、ウルスラでお働きになったカナダ人のシスターがいらっしゃいました。  

シスターのお名前は、シスタークレマンス。クレマンス先生は優しい先生でした。いつもにこにこと  

お話し、生徒や先生方一人ひとりを大切にし、愛してくださいました。  

みんなクレマンス先生が大好きでした。  

クレマンス先生がこの学校をおやめになる時、スピーチでこうおっしゃいました。  

『すべてには時がある。  

ウルスラに入るのに時があり、ウルスラを去るのに時がある。  

それは、神様が決めた美しい時、わたしはそれを受け入れます。』  と…。  

       今月、クレマンス先生は、神様のもとに召されました。９１歳でした。クレマンス先生が神様のもと  

で安らかにおやすみになれますように、みなさんでお祈りを捧げましょう。」（主の祈りへと続く…）  

４月２４日（月）「放送朝礼～朝の祈り～」より  

 

～Sr.クレマンス先生のこと～  

クレマンス先生はその小さな体でパワフルに働く素敵なシスターでした。好奇心旺盛でおしゃべり好きのシス

ターは、少し早口の美しい日本語で私たちによく話し掛けてくれました。カナダ人らしいウイットの効いたジョー

クを言っては場を和ませ、決まって最後には  「フフフ…  大丈夫よ！」  とキュートな笑顔とウインクで私たちを励

ましてくださるのでした。  

私が特に忘れられないのは、クレマンス先生のまなざしです。先生のまなざしはいつも神様を向いていました。

お庭の草木を見ていても、生徒たちと向き合っているときも、シスターの澄んだ青い目が見つめ、とらえているの

は天の父なる神様だと感じることがよくありました。一つひとつの事象に、一人ひとりの生徒にいつくしみ深い

神様を見いだしていたのです。シスターは常に「神様だったら何ておっしゃるだろう」「神様から見たらどうなん

だろう」と祈りのうちに霊的対話を深めていらっしゃったのだろうと思います。そして、私たちに全身で神様の愛

を示してくださいました。  

    「すべてには、時がある…。」折しもイエス様の復活を祝うこの季節に神様のもとに召されたクレマンス先生。  

イエス様は復活されました。そして、クレマンス先生もまた私たちの心の中に生きています。  

心からの感謝と祈りを込めて…。  

                                           小・中学校  宗教部長  山口葉子  



☆自 家 用 車 での送 迎 について（要 登 録 ）  下 記 について特 に確 認 します。  

・正 門 （南 門 ）から出 た直 後 の交 差 点 ，7:30～8:30 は左 折 禁 止 です。  

・北 門 （バス通 り側 ，一 本 杉 教 会 側 の門 ）の利 用 はできません。  

 

☆携 帯 電 話 について  

・許 可 申 請 はできるだけ早 めに。必 ず家 庭 でルールを決 め徹 底 してください。  

【重 要 】…ルール違 反 で一 旦 教 員 が預 かった場 合 は，原 則 保 護 者 に返 すことになっています。 

スマートフォン，特 にＬＩＮＥなどの SNS，ゲーム，メルカリなどフリマアプリ等 に対 するお子 様 の利 用 につい  

ては、利 用 状 況 の把 握 ・管 理 をお願 いいたします。本 校 の過 去 の事 例 では，ＬＩＮＥを不 適 切 に使 用 （写 真  

の投 稿 も含 む）したことによる児 童 生 徒 間 のトラブルやゲーム利 用 での高 額 請 求 などが起 きております。  

年 度 始 めに，改 めて意 識 していただきますようお願 いいたします。  

※保 護 者 の皆 様 が記 入 した「許 可 申 請 時 の利 用 事 由 」について，お子 様 と確 認 してください。 

 

☆対 面 式 の様 子  

 ４月 １０日 （月 ） 小 ・中 学 校 の対 面 式 が行 われました。３年 ぶりに全 校 生 が一 堂 に会 しました‼  

また、１年 生 と７年 生 は高 校 の対 面 式 （１２日 ）にも参 加 しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     小 ・中 対 面 式   右 は４年 生 ・９年 生 「歓 迎 の言 葉 」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     高 校 対 面 式   １年 生 ・７年 生 「代 表 の挨 拶 」  

☆連 休 中 にコロナやインフルエンザ関 係 で報 告 （本 人 ・家 族 が感 染 したなど）がある場 合 は、コロナ連 絡 用  

メールアドレス st.ursula.eichi.shochu@gmail.com  までご連 絡 ください。 

mailto:st.ursula.eichi.shochu@gmail.com

